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山梨県石油商業組合

　東日本大震災での石油製品の安定供給に支障
が生じた経験を踏まえ、供給体制の災害対応能力
を強化する取り組みが進んでいる。資源エネルギー
庁は災害時に地域の石油製品供給の拠点となる
「自家発電設備」や大型タンク等を備えた「中核
SS」、地域配送の拠点となる「小口燃料配送拠点」
を指定した。本県でも15の中核SSと12の小口燃料

配送拠点が指
定され、災害へ
の備えに取り組
んでいる。
　山梨県石油
商業組合（西川
一也理事長　
組合員218社）
は、中核SSや

小口燃料配送拠点、組合員GS経営者や管理者を
対象に、10月13日にホテルクラウンパレス甲府で
災害時対応研修会を行い、組合員14名が参加し
た。
　㈱ジャパンリスクソリューションの篠崎曉氏を講
師に、第1部では、熊本地震や鬼怒川決壊の際の
地域SSの貢献事例、南海トラフ巨大地震と首都直
下地震の被害想定、危険物取扱施設として消防法
に即した施設の整備、災害対応ガイドラインにおけ
る中核SSの報告義務などを学んだ。
　第2部の店頭混乱回避シミュレーション訓練で
は、グループに分かれ災害時における車の誘導方
法や混乱回避のための人員配置について学んだ。
篠崎氏は、「災害対応では単独でできることには限
界があり、地域ベース、系列店、地域外SSとの連携
体制構築が必須。災害時に想定される様々なケー

スを社内で共有し、日頃から訓練することが重要で
ある。」と説明した。
　西川理事長は、「過去の災害では石油のライフ
ラインとしての重要性が再認識され、安定供給に向
けた当業界への社会的要請と社会的役割が大きく
なっている。山梨県も富士山噴火、南海トラフや東
海沖の地震など今後想定される災害に対応するた
めに、組合を中心に関係機関と連携を図りながら、
自家発電設備等の施設や災害時の対応計画を整
備していく。」と話した。

●赤帽山梨県軽自動車運送協同組合

　赤帽山梨県軽自動車運送協同組合（丹羽孝徳
理事長　組合員55社）は、10月16日に石和町の華
やぎの章慶山において「誕生40周年記念式典及び
祝賀会」を開催した。当日は、樋口雄一甲府市長を
はじめ、来賓、組合員、関係者など60名以上が出席
し、盛大に40周年を祝った。

　記念式典では、
第三代目理事長
の渡辺実氏、第四
代目理事長の幡
野良治氏、第五代
目理事長の市瀬
貴彦氏の3名の組
合運営に対する
献身的な取り組み
に対して感謝状の

授与も行われた。
　組合は、全国赤帽軽自動車運送協同組合連合
会の「山梨県支部」として、軽車両運送業を営む有
志が昭和51年に任意組合を結成して活動を始め
た。当時は、甲府市に事務所を設け、わずか車両5
台で運営していた。しかし、厳しい競争環境の影響
を受け経営が伸び悩み、新たな事業活動を模索す
る中で個々の能力では自ずと限界があると考え、組
織拡大による個人運送事業の業界発展のために昭
和54年に法人格を持つ協同組合を設立した。　
　丹羽理事長は、赤帽山梨県の初代理事長清水
武士氏が、赤帽創始者である松石俊夫氏の考えに
共感して、第二の人生を赤帽にかけたことは間違っ
ていなかったことを、後に続く組合員に向けて残した
メッセージを読み上げ、挨拶の最後に「松石俊夫会
長の創始当時の目標である『庶民の庶民による庶

民のための運送業』と言う言葉を胸に組合員全員
で力を合わせていきましょう。」と結んだ。
　記念式典に続いて行われた祝賀会では、来賓と
共に余興等を楽しんだ。終わりに、組合員と職員が
一体となって、地元に愛される赤帽車として、地域
の皆さまに喜んでいただけるような運送業に一歩で
も近づく努力を続け、更なる50年、60年の発展に向
けて頑張ることを出席者全員で誓った。

●山梨県自動車整備商工組合

　山梨県自動車整備商工組合（荻原公明理事長
　組合員912名）は、10月29日（日）に（一社）山梨
県自動車整備振興会と共催で甲府市「アイメッセ山
梨」において「車ふれあい祭り2016」を開催した。
　会場では様々なイベントが実施され、多くの来場
者を集めた。特に注目を集めた午前中の「第21回
山梨県自動車整備技能競技大会」では、故障個所
の特定や原因を探るための統一の課題を課した車

両が持ち込ま
れ、各支部から
選出された企
業の従業員や
若手後継者ら
のチームによる
競技が行われ、
企業の従業員

や家族をはじめとして一般来場者の声援の中、山梨
県の自動車整備業界を担っていく若き整備士たち
の熱き戦いが繰り広げられた。
　組合では、業界の発展のためには技術力が高く
安全で安心できる自動車整備工場であることを
ユーザーに向けてPRすることが必要であると考え、
これまで組織内部で開催していた競技大会を、技術
力向上を目指す姿勢をアピールするために一般公
開とした。
　また会場では、愛車に関する悩み・疑問などに答
える自動車なんでも相談コーナーや最新技術の自
動車ブレーキを体験するコーナーの開設、多数のな
つかしの車の展示やスタンプラリークイズ参加者を
対象にしたお楽しみ大抽選会なども行われた。また、
屋台コーナーではグルメ料理が提供されて、社会貢
献の一環として売り上げの一部が交通遺児の支援

のために寄付された。なお組合では、事業所が県内
各地に点在していることから「子供110番のお店」
の取り組みも進めており、地域に愛される自動車整
備工場になることも目指している。
　多くの来場者を集め開催されたイベントは、午後
3時の競技大会表彰式をもって盛会裏のうちに閉
会した。
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感謝状授与式の様子

全国赤帽「小林会長あいさつ」

グループワークでのシミュレーション訓練

SSの経営者・管理者が参加


